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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 42,168 2.5 3,881 △19.0 4,302 △20.1 2,917 △32.1
2024年３月期第３四半期 41,140 4.1 4,792 △8.6 5,383 △8.2 4,294 △1.3

(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 5,227百万円(△21.0％) 2024年３月期第３四半期 6,614百万円( 16.1％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 127.64 ―
2024年３月期第３四半期 182.56 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 98,632 75,952 76.2
2024年３月期 96,856 77,016 78.7

(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 75,125百万円 2024年３月期 76,233百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ― 0.00 ― 90.00 90.00
2025年３月期 ― 0.00 ―
2025年３月期(予想) 100.00 100.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 55,000 △0.5 4,700 △20.8 4,700 △34.6 1,350 △75.9 59.55

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

当社は、2024年５月８日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,200,000株の取得を行いました。また、2024年11月

５日開催の取締役会決議に基づき、2025年10月31日を期日とする上限2,000,000株の自己株式取得を予定しておりま

す。業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、当該取得の影響を考慮し算出しております。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社（社名） 、除外 ― 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 詳細は、添付資料P.7「２．（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に

特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 24,583,698株 2024年３月期 24,583,698株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 2,579,893株 2024年３月期 1,057,800株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 22,859,236株 2024年３月期３Ｑ 23,524,711株

(注) 期末自己株式数には、「役員報酬BIP信託」が保有する当社自己株式（2025年3月期3Q 0株 2024年3月期

147,426株）が含まれております。また、「役員報酬BIP信託」が保有する当社株式を、期中平均株式数の

計算において控除する自己株式に含めております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手可能な情報に基づいており、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる場合があります。

(決算補足説明資料の入手方法)

四半期決算補足説明資料につきましては、当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

１．財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では個人消費を中心に景気は堅調に推移しました。欧州に

おいても、個人消費の回復など、景気の持ち直しが見られました。一方、中国では輸出は堅調に推移したものの、

長引く不動産不況と厳しい雇用環境により国内需要は低迷が継続しており、政府は金融・財政の両面での景気刺激

策を発表しました。また、為替相場は、日銀の利上げにより一時的に円高が進行しましたが、米国のトランプ氏が、

追加関税などの意向を表明したことでインフレ懸念が助長されたことにより、再び円安が進みました。

当社グループの主要事業領域である自動車市場は、中国での中国自動車メーカーの生産・販売が堅調な一方で、

前年度後半からのEVの成長鈍化や、日本・欧州・米国での低迷が見られました。その結果、2024年１月から12月の

世界自動車生産台数は、前年と同水準に留まりました。

このような事業環境の中、モビリティ市場では前期第４四半期における2024年４月１日での当社新ERPシステムへ

の切り替えに向けた一部顧客での安全在庫確保による売上増の反動減や、xEV（EV、FCHV、PHV、HEV）向けのパワー

トレイン分野で主要地域でのEVの販売不振や、日欧米自動車メーカーの搭載車種の販売低迷等の影響を受けました

が、第２四半期以降においては中国で売上の回復が見られました。あわせて、インダストリアル市場ではFA関連機

器向けの販売不振は継続しましたが、コンシューマー市場が増加したことと、円安影響により、売上高は前年同期

比2.5%増の421億６千８百万円となりました。

利益面では、売上の伸び悩みに加えて、原材料価格高騰等により、営業利益は前年同期比19.0%減の38億８千１百

万円、経常利益は前年同期比20.1%減の43億２百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比32.1%減

の29億１千７百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末(2024年３月末)に比べ、17億７千６百万円増加し、

986億３千２百万円となりました。この主な要因は、建物及び構築物が54億２千５万円、ソフトウエアが26億６千７

百万円の増加、ソフトウエア仮勘定が30億７千２百万円減少したことによるものであります。

負債は、秋田新工場建設資金として借入金の増加等により前連結会計年度末に比べ28億４千１百万円増加し、226

億８千万円となりました。

純資産は、前連結会計年度に比べ、10億６千４百万円減少し、759億５千２百万円となりました。この主な要因

は、利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純利益により29億１千７百万円増加、配当により21億３千万円減少

し、自己株式が41億６千１百万円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2024年11月５日に公表いたしました通期業績予想の修正を行っております。

具体的な内容につきましては、本日（2025年２月４日）公表の「構造改革の実施及び特別損失の計上等ならびに

通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,692 26,347

受取手形、売掛金及び契約資産 15,010 14,456

商品及び製品 8,215 8,427

仕掛品 0 18

原材料及び貯蔵品 4,400 4,898

その他 1,837 2,208

貸倒引当金 △64 △63

流動資産合計 56,093 56,291

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,778 11,203

機械装置及び運搬具（純額） 16,669 15,884

工具、器具及び備品（純額） 4,569 4,834

土地 1,890 1,899

建設仮勘定 6,422 3,636

有形固定資産合計 35,330 37,458

無形固定資産

ソフトウエア 217 2,885

ソフトウエア仮勘定 3,159 87

のれん 91 68

その他 5 3

無形固定資産合計 3,473 3,045

投資その他の資産

投資有価証券 239 274

繰延税金資産 1,060 826

その他 713 793

貸倒引当金 △55 △56

投資その他の資産合計 1,957 1,836

固定資産合計 40,762 42,340

資産合計 96,856 98,632
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,466 6,348

短期借入金 1,261 4,000

1年内返済予定の長期借入金 841 901

未払法人税等 732 611

賞与引当金 724 686

役員賞与引当金 － 70

その他 4,397 3,865

流動負債合計 13,423 16,483

固定負債

長期借入金 4,722 4,635

退職給付に係る負債 507 521

役員株式給付引当金 147 －

その他 1,038 1,039

固定負債合計 6,415 6,196

負債合計 19,839 22,680

純資産の部

株主資本

資本金 5,640 5,640

資本剰余金 8,744 8,744

利益剰余金 49,281 50,068

自己株式 △1,167 △5,328

株主資本合計 62,498 59,124

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 72 91

為替換算調整勘定 13,624 15,862

退職給付に係る調整累計額 37 48

その他の包括利益累計額合計 13,734 16,001

非支配株主持分 783 826

純資産合計 77,016 75,952

負債純資産合計 96,856 98,632
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 41,140 42,168

売上原価 28,076 28,986

売上総利益 13,063 13,182

販売費及び一般管理費 8,271 9,300

営業利益 4,792 3,881

営業外収益

受取利息 196 265

受取配当金 5 6

為替差益 492 199

その他 41 98

営業外収益合計 736 570

営業外費用

支払利息 86 115

デリバティブ評価損 44 11

その他 14 23

営業外費用合計 146 150

経常利益 5,383 4,302

特別利益

固定資産売却益 12 1

子会社清算益 6 －

特別利益合計 19 1

特別損失

固定資産除却損 84 106

固定資産売却損 2 0

減損損失 － 200

在外子会社における送金詐欺損失 － 35

特別損失合計 86 343

税金等調整前四半期純利益 5,316 3,960

法人税、住民税及び事業税 960 833

過年度法人税等 △55 －

法人税等調整額 25 253

法人税等合計 930 1,086

四半期純利益 4,386 2,873

非支配株主に帰属する四半期純利益 91 △44

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,294 2,917
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 4,386 2,873

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 13 18

為替換算調整勘定 2,223 2,324

退職給付に係る調整額 △9 10

その他の包括利益合計 2,227 2,354

四半期包括利益 6,614 5,227

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,487 5,184

非支配株主に係る四半期包括利益 126 42
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

一部の連結子会社の税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

しております。

（追加情報）

（役員報酬BIP信託に係る取引について）

当社は、2019年３月期より当社の取締役（監査等委員である取締役、社外取締役及び国内非居住者を除く）及

び執行役員（国内非居住者を除く）を対象に、業績連動型の株式報酬制度として「役員報酬BIP信託」（以下「本

制度」）を導入いたしましたが、2024年８月をもって当該信託は終了しております。

信託に関する会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第30号 2015年３月26日）に準じております。

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社が設定した信託（役員報酬BIP信託）が当社株式を取得し、当

該信託を通じて取締役等に、各事業年度における業績目標の達成度及び役位に応じて付与されるポイントに相当

する当社株式及び当社株式の換価処分金相当額の金銭を交付及び給付する制度であります。

なお、信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用を除く）により、純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度839百万円、147,426株であり

ます。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２日本 アジア 欧州 北米 計

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 7,328 21,913 7,065 4,832 41,140 － 41,140

(2) セグメント間の
内部売上高又は振替高

23,491 19,326 0 － 42,818 △42,818 －

計 30,820 41,240 7,065 4,832 83,958 △42,818 41,140

セグメント利益 2,731 3,861 399 6 6,997 △2,205 4,792

(注) １．セグメント利益の「調整額」△2,205百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,880百

万円及び棚卸資産の調整額等△324百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費及び試験研究費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２日本 アジア 欧州 北米 計

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 6,573 24,448 6,747 4,399 42,168 － 42,168

(2) セグメント間の
内部売上高又は振替高

23,639 16,325 － － 39,964 △39,964 －

計 30,212 40,774 6,747 4,399 82,133 △39,964 42,168

セグメント利益又は損失(△) 3,568 2,674 △127 43 6,157 △2,275 3,881

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の「調整額」△2,275百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費

用△2,406百万円及び棚卸資産の調整額等130百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費及び試験研究費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

通りであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 4,674百万円 5,331百万円

のれんの償却額 22百万円 22百万円
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（重要な後発事象）

（構造改革の実施）

当社は、2025年２月４日開催の取締役会において、中期経営計画の達成に向けて下記内容を骨子とする構造改革

を実施することを決議しました。

(1)構造改革の目的

生産効率ならびに間接業務効率向上を図り、更に収益力を高めるとともに、優秀な人財の採用・維持に向けた

人事制度拡充のため。

(2)構造改革の施策

①茨城工場の機能見直し

・量産製品の秋田工場への移管による生産効率の向上

・試作・サンプル製作等エンジニアリングセンター、並びに部品供給拠点として再整備

②本社および茨城工場の人員の最適化

希望退職者募集を行うことによる人員構成の適正化

希望退職者は以下の通り募集します。

【希望退職者募集の内容】

・対象者：2025年６月30日時点で50歳以上の社員

・募集人数：約50名

・募集期間：2025年３月３日から３月21日まで

・退職日：2025年６月30日

・優遇措置：通常の退職金に特別退職金を加算して支給する。さらに、希望者に対しては再就職支援を行う。

(3)構造改革により期待される効果

構造改革の実施により、年間約７億円の利益改善を見込んでおります。

(4)特別損失の計上

上記の構造改革の実施に伴い、当連結会計年度において発生する固定資産の除却・減損損失、特別退職金およ

び再就職支援費用を構造改革費用として約24.5億円計上いたします。

（自己株式の消却）

2025年２月４日開催の当社取締役会において、役員報酬BIP信託の終了に伴う精算業務の一環として自己株式

122,819株について、会社法178条の規定に基づき株式消却することを決議いたしました。


